Introduction (<Special Sessions>International Symposium in Shanghai : Multilateral Comparative Study of the Historical Archives : Historical Documents, and Family, Business and Society in East Asia) by 臼井, 佐知子 et al.
史資料ハブ／ 2005上海国際シンポジウム「歴史的アーカイブズの多国間比較」

紹介
Introduction
臼井佐知子 U S U I  S a c h i k o
（東京外国語大学大学院地域文化研究科・教授）
　COE21世紀プログラム『史資料ハブ地域文化研究拠点』「在地固有文書班」は、人間文化機構
国文学研究資料館アーカイブズ研究系と中国復旦大学中国歴史地理研究所との共催で、2005年8
月25日と26日に、「歴史的アーカイブズの多国間比較―東アジアにおける文書資料と家族・商業
関係―」と題したシンポジウムを行い、27日以降、上海図書館や黄山市博物館などを参観し研
究交流を行った。シンポジウムの日程は以下の如くである。なお、参加者は日本、中国、トルコ、
韓国の研究者26名に本学の院生1名、法政大学の院生1名、九州大学の院生1名、学部学生1名
と復旦大学の院生若干名の約30名であった。
　また、シンポジウム終了後、27日に上海図書館、朱家角鎮を参観した。さらに28日に黄山市
に場所を移し、29日から30日にかけて、徽州文書の故郷であり宋元時代および明清時代の民家
が残る集落である歙県の唐模村、靈山村、呈坎、黟県の宏村、西逓と、富裕な塩商人であった鮑
氏の屋敷と男女の各祠堂、牌坊群がある歙県棠樾を参観した。30日には徽州文書を最も多く収
蔵する黄山市博物館で章望南館長等と談話会を開き、解説を聞くとともに博物館が収蔵する徽州
文書の一部を閲覧した。
　上海でのシンポジウムの日程は以下のとおりである。
8月25日（木）
　9:00  開会の辞 臼井佐知子（東京外国語大学外国語学部）
　9:30   参加者紹介
　9:50  趣旨説明 渡辺浩一（ 人間文化機構国文学研究資料館アーカイブズ研究系）
 報告
　10:00～ 11:00  徽州文書的由来、發現、収藏與整理（徽州文書の由来、発見、収蔵と整理）
    翟屯建（ 黄山市地方志辦公室・黄山市徽州文化研究員）
　11:00～ 12:00  上海圖書館所庋藏盛宣懷亀案概述（上海図書館が収蔵する盛宣懷檔案について
の概述）
    王　宏（上海図書館歴史文献中心）
   休憩
　14:00～ 15:00 日本中世の商業関係文書について
    蔵持重裕（立教大学文学部）  
　15:00～ 16:00  清代一個徽州小農家庭的生活狀況―對《天字號鬮書》的考察（清代徽州におけ
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るある小農家庭の生活状况―『天字號鬮書』に対する考察―
    王振忠（復旦大学中国歴史地理研究所）
　16:00～ 16:15  休憩
　16:15～ 17:15 武士への憧れ―「系図」と「家伝記」―
    吉田ゆり子（東京外国語大学外国語学部）
8月26日（金）
　9:00～ 10:00 日本近世都市における法令の伝達―掲げる・写す・印刷する―
    渡辺浩一（ 人間文化研究機構国文学研究資料館アーカイブズ
研究系）
　10:00～ 11:00  清代蘇州的社會管理―從蘇州碑刻的分類説起（清代蘇州における社会管理―
蘇州の碑刻の分類から―）
    唐力行（上海師範大学人文学院歴史系）
     休憩
　13:00～ 14:00 1840年代在郷における商い金紛争とその特質―商い帳簿認識と訴訟工作―
    高橋　実（ 人間文化研究機構国文学研究資料館アーカイブズ
研究系）
　14:10～ 15:10 明清徽州訴訟文書的分類（明清徽州訴訟文書の分類）
    阿　風（中国社会科学院歴史研究所）
   休憩
　15:30～ 17:00
コメント： 范金民（南京大学歴史系）、オゼル=エルゲンチ（アンカラ大学言語歴史地理学部）、
金炫榮（韓国国史編纂委員会）
総括：渡辺浩一
閉会の辞：王振忠
通訳：
　 朱海濱（復旦大学中国歴史地理研究所）、熊遠報（早稲田大学理工学部）、浅井紀（東海大学文
学部）、佐藤仁史（滋賀大学教育学部）、中島楽章（九州大学大学院人文科学研究院）、荒武達
朗（徳島大学総合科学部）、ジャン=エルキン（アンカラ大学言語歴史地理学部）
記録：
　林成美（東京外国語大学大学院）、川上真理（法政大学大学院）
会場：宝隆賓館（中国上海市逸仙路180号）
主催： 人間文化研究機構国文学研究資料館アーカイブズ研究系「東アジアを中心としたアーカイ
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ブズ資源研究プロジェクト」
　　　東京外国語大学21世紀COEプログラム「史資料ハブ地域文化研究拠点」
　　　復旦大学中国歴史地理研究所
助成： 日本学術振興会科学研究補助費・基盤研究A「歴史的アーカイブズの多国間比較に関する
研究」（研究代表者：国文学研究資料館アーカイブズ研究系助教授渡辺浩一）
　　　東京外国語大学21世紀COEプログラム「史資料ハブ地域文化研究拠点」
　以下、8月25日と26日に行われたシンポジウムでの発表原稿（中国語で行われたものはその
日本語訳）と質疑応答、総括コメント、総括を記す。
　なお、日本語訳において［ ］内は訳者もしくは監修者による注である。欄外の注のうち訳者
による注は（訳者注）と記してある。また、中国研究者の報告訳文中の人名、地名、書名、文書
名、文書分類名、歴史上の役職名、引用史料文は資料上の字が旧字体以外であるものを除き、旧
字体で記してある。これは例えば、「辦」を常用漢字の「弁」で示した場合意味が異なるように、
意味の異なるいくつかの文字が一つの常用漢字になっている場合が少なくなく、常用漢字で示し
た場合、意味がわからなくなるからである。なお、檔案については、便宜上すべて「檔」の字で
統一して記した。
　中国側報告者の中国語による報告は、科学研究費報告「『歴史的アーカイブズの多国間比較に
関する研究』研究成果年次報告書　平成17年度」に掲載する。
